
令和２年度知立市こころ応援計画
の実績について

知立市保健センター



施策１．自殺対策におけるネットワークの強化

〇自殺の現状に関する情報提供と相談窓口の啓発・周知

医師懇談会時に医師会員へ、知立市
の自殺の現状に関する情報提供を行
い、本計画への協力を依頼した。

≪今後の方針≫
自殺の現状を知ってもらうよい機会と
なり自殺対策への意識醸成につながっ
た。今後も、各種会議体・団体におい
て自殺に関する情報提供と相談窓口の
啓発・周知を行い自殺対策への意識醸
成をより一層図っていく。

知立市こころ応援計画と
自殺の現状について

～誰も自殺に追い込まれることのない知立市を目指して～
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知立市保健センター

（医師懇談会説明資料）
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〇ゲートキーパー研修の実施
悩みを抱えた人を適切な相談につなげるための人材を幅広く育成するため各種ゲートキーパー研修を実施。

施策２．自殺対策を支える人材育成の強化

区分 目的・内容 受講者数

市職員
相談者の抱える生活上の問題や背景に目を向け、耳を傾け、必要に応じて適
切な支援につなげることができる知識や技術を身に付ける。

56人

市民
周囲でつらい思いをしている人に気付き、見守り、相談機関へつなぐことが
できる身近な存在となれるよう必要な基礎的知識を身に付ける。

29人

専門職
自殺の危険が高い方を早期に発見し、適切な支援につなげることができるよ
う、自殺対策に関わる専門職や相談事業を担う人材のスキルアップを図る。

60人

健康推進員
区長

地域の健康づくりを支える健康推進員や区長が、住民の身近な存在となれる
よう、ゲートキーパーの役割や聴くスキルを身に付ける。

44人

≪今後の方針≫
自殺の危険性の高い人の早期発見、早期対応を図るため、地域に
おいてゲートキーパーの役割を果たすことのできる方を増やすこ
とができるよう、市民、市職員、専門職向けのゲートキーパー研
修を行っていく。
また、ゲートキーパー研修受講者向けのフォローアップ研修の開
催についても検討していく。
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〇相談窓口の周知（一般市民向け）

• 相談窓口一覧をホームページに掲載。

• 市役所電光掲示板へ相談窓口チラシを掲示。

• 相談窓口チラシを各課窓口へ設置。

• 各種保健事業で相談窓口チラシを配布。

• 市民配布用「新型コロナウイルス感染症に関する対策ま
とめ」資料内に「こころの健康相談」について掲載。

• 市内医療機関へ相談窓口チラシの設置を依頼。

施策３．市民への啓発と周知

≪今後の方針≫
相談窓口チラシは、よりわかりやすく使いやすいものへと改良。
歯科医師会や薬剤師会等の関係機関へ相談窓口チラシの周知や
配布依頼をし、連携を強化していく。
各課窓口で相談窓口チラシを設置しているが、把握していない
職員もいるため、確実に適切な支援へつなぐことができるよう、
職員の意識を高める必要がある。

（相談窓口チラシ） 4



〇相談窓口の周知（子ども・若者向け）

• 市内中学校、高等学校、専門学校の生徒へ子ども・若
者向けの相談窓口チラシを配布。

• 市内小学校、中学校の児童・生徒へ24時間こどもSOS
ダイヤルを掲載したクリアファイルを配布。

• 成人式で相談窓口を掲載したクリアファイルを配布。

（成人式で配布したクリアファイル）

≪今後の方針≫
SNS等を活用した相談窓口について掲載し、子どもや
若者が利用しやすいよう配慮した。今後もSNS等を活
用した様々な相談窓口について、広く周知を図ってい
く。

施策３．市民への啓発と周知
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こころの不調のサイン及び相談先を掲載したステッカーを一般向け、若者向けの２種類作成し、
市内公共施設や、医療機関、駅、店舗等のトイレや手洗い場等へ掲示した。

（一般用：804枚掲示） （子ども・若者向け用：312枚掲示）

施策３．市民への啓発と周知

〇自殺予防啓発ステッカーの作成、掲示

≪今後の方針≫
より多くの市民の目に留まり、相談窓口について周知できるよう市内施設や店舗、企業等の
協力を得てステッカーを掲示していく。 6



施策３．市民への啓発と周知

〇図書館における心や自殺予防の啓発・周知

・自殺対策強化月間に合わせ、２月中旬から５
月末までこころの健康に関する本の特集を実施。
・ホームページ、Twitterでこころの健康に関
する特集の設置を周知した。
・特設スペース付近に相談窓口チラシを設置し、
相談窓口についても周知した。

≪今後の方針≫
市民の関心が高く多くの本の貸出があり、またチ
ラシ等を設置することで情報を提供することがで
きた。
今後も自殺予防週間や、自殺対策強化月間等に関
連する本の特集を実施していく。

（図書館心の特集ブース） 7



〇こころといのちの講演会の開催

うつ病本人や家族の思い、自死遺族者としての
思いや体験談を知ってもらう機会とし、こころ
の健康や自殺予防の重要性を社会全体が再認識
してもらうことを目的に講演会を開催。

参加者へ相談窓口チラシを配布し、相談窓口の
周知啓発を実施。

【参加者：78人】

施策３．市民への啓発と周知

≪今後の方針≫
講演会後のアンケートの感想から、命の大切
さや寄り添うことの大切さを学んだと回答し
た方が多く、満足度の高い感想が多くを占め
ていた。
今後もこころの健康に関する講演会を実施し、
ストレスやうつ病、こころの健康づくり等に
関して正しい知識の普及に努めていく。

（「地域でいのちを支えよう～うつ病を克服した私～」講師：watari氏）
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〇企業向けこころの健康づくり出前講座の実施

市内企業に対して、申込制にて臨床心
理士によるこころの健康に関する出前
講座を実施。相談窓口についても周知
した。

施策３．市民への啓発と周知

（ミヤマ精工(株)「よりよいコミュニケーションのコツ」）

≪今後の方針≫
市内企業へ、こころの健康づくり出前講座のチ
ラシを送付し周知したが、コロナ禍ということ
もあり、申し込みをする企業が少なかった。
働き世代の方へのこころの健康づくり支援のた
め、市内企業へ当事業の周知を強化していく。
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施策４．生きることの促進要因への支援

〇心の健康相談の実施

保健師による随時の心の健康相談と専門医による心の健康相談を実施。

保健師相談件数 専門医相談件数

H30 23件 19件

R1 36件 20件

R2 84件 10件

1% 2%

77%

4%

2% 1%

13%

心の健康づくり

発達障害

うつ・
うつ状態

ひきこもり

ゲーム

アルコール
自殺関連

【R2相談内容内訳】【相談実績】

≪今後の方針≫
コロナ禍のためか、例年より相談件数も多く、相談内容
も自殺に関連した深刻な内容の相談が多かった。複雑な
ケースは関係機関と連携を図りながら支援できた。
今後も保健センターにおいて保健師または専門医による
心の健康相談を実施し、適切な支援を行っていく。
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施策４．生きることの促進要因への支援

〇中小企業への支援

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中
小・小規模事業者の方を対象に、令和2年11月
から経営相談の専門家による相談を実施。
【相談件数：15件】

その他、中小企業向けの補助制度を10制度実施。

（経営相談チラシ）

≪今後の方針≫
今後もコロナ禍で影響を受けた中小企業には、支
援をしていく必要があり、補助金等の金銭での補
助事業以外に、相談窓口の充実も図っていく必要
がある。
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〇児童・生徒の保護者向けメール配信

配信日 内容 配信先

5月20日 新型コロナウイルス感染症から子どもの
こころを守るため、こころのSOSサイン
や対応方法、相談窓口について配信

市内小中学校、
高等学校保護者

8月21日 長期休暇明けは、子どもの自殺が増加す
る傾向にあることから、家族だからこそ
気づきやすい子どものSOSサインや関わ
り方、相談窓口について配信

市内小中学校、
高等学校、専門
学校保護者

（8月20日配信したメール）

≪今後の方針≫
今後も保護者がよりよい親子関係、家庭環境の中で子どもの主体性や自己
肯定感を尊重した子育てや関わり方やSOSへ気付くことができるように、
関わり方のヒントとなる内容のメール配信を実施していく。

施策５．子ども・若者への自殺対策

夏休み明けは子どもの自殺が増える傾向があります。
学業不振や学校での人間関係に悩む子どもは、「また学校に行かなければならない」というプ
レッシャーに追いつめられます。
さらに、今年度は新型コロナウイルス感染への恐怖や、遅れている勉強・進学等への不安、行
動自粛によるストレスなど、今まで経験したことのない問題にも直面しています。(以下省略)
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児童に対して命を大切にする心の育
成と自己肯定感向上のため、市内小
学校の4年生へ助産師による「いの
ちの教育」を実施。
市内6校、22回実施。

施策５．子ども・若者への自殺対策

〇いのちの教育の実施

≪今後の方針≫
いのちの教育により、自分や他人を大切にす
る心を育むことができた。
いのちの教育後のアンケートから、「生まれ
てきてよかったと思わない」「自分や家族、
友人を大切にしたいと思わない」と回答した
児童への支援について検討が必要。

（助産師による「いのちの教育」授業風景）
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施策５．子ども・若者への自殺対策

〇リスクマネジメント教育の実施

認知行動療法の考えを取り入れたストレスマネジメント教育を実施。

・小学３年生の授業 第１時「怒りの温度を知ろう」
第２時「自分の気持ちを相手にうまく伝えてみよう」

・小学５年生の授業 第１時「出来事に対する自分の気持ちや考え方に気付こう」
第２時「やらなければいけないことがある時のいろいろな考え方をみつけよう」

・中学１年生の授業 第１時「受け止め方を変えて気持ちを楽にしよう」
第２時「よりよいストレス対処法を考えよう」

≪今後の方針≫
グループ活動を取り入れたストレスマネジメント教育により、自分の気持ちを見つめ、問題を
前向きに捉えられる児童生徒が増えた。
今後は、ストレスマネジメントに関するほけんだよりの定期的な発行や、教員向けの研修会の
企画などで大人の意識を変え、子どものストレス反応を軽減できるようにしていく。
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施策５．子ども・若者への自殺対策

〇ほけんだよりによる啓発

小中学校のほけんだよりで心の健康や相談窓口について周知・啓発を実施。
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施策５．子ども・若者への自殺対策

〇ほけんだよりによる啓発
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施策５．子ども・若者への自殺対策

〇オンライン育児相談、オンライン子育て教室の実施

・新型コロナウイルス感染予防のため、外出を控えて
いる子育て中の家族や妊産婦等が、妊娠期から子育て
に関する相談ができるようオンライン育児相談を開設。
保健センター、中央子育て支援センター、家庭児童相
談室で実施。
・保健センターにて、「パパママクラス」「離乳食講
座」「歯科健康講座」のオンライン子育て教室を開催。

≪今後の方針≫
外出自粛により、妊婦や子育て中の家族が孤立し
ないよう、オンライン育児相談やオンライン子育
て教室を継続していく。

（オンライン育児相談チラシ） 17


